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【足利銀行再上場】
７月末、足利銀行の持ち株会社、足利ホール

ディングスが再上場に向け東京証券取引所に上
場申請したとのニュースが流れました。審査が
順調に進めば年内にも再上場する見込みのよう
です。2003年11月29日の特別危機管理開始決定
から丁度10年です。
2008年７月に野村フィナンシャル・パート

ナーズを中心とした野村グループを主要株主に
民間銀行として再出発する際、2010年３月期基
準での再上場を目指しましたが、リーマンショッ
ク・東日本大震災等の事情により、先送りされ
ていました。株式市況が好転してきた今、満を持
してのタイミングです。
県内の経済界にとっては、明るいニュースで

あり、地元中小企業への支援を通じ、地域経済の
活性化が益々求められることでしょう。
しかし、一方では、国有化時に普通株式・優先

株式を毀損した取引先の方々の思いを決して忘
れてはいけません。当時、足利銀行に身を置いて
いた私も同じ立場です。弊社のクライアント先
にもご迷惑をお掛けした方々が大勢います。そ
れでも多くの方々は、銀行員の前では、もう何も
言いませんが、銀行ＯＢの私共には、本音の話を
いただくことも多々あります。今回の再上場は
非常に特殊なケースと思いますが、上場により、
地域密着の地方銀行として新たなステージを迎
えることでしょう。
地域密着の金融機関の話で言えば、最近少し

違和感を覚えることがあります。それは、貸出金
利です。業績良好企業に対しては信じられない

ような金利が提示されています。１億円借りて
も、年間支払利息数十万円といったこともみら
れます。量的拡大のために、金融機関間の競争が
激化しています。しかしながら、赤字を始めとし
た問題先に対しては、業績良好先の数倍の金利
が適用されます。
私が違和感を覚えるのは、この金利の決め方

です。私の知る限り、金利決定の要因は、企業の
業績すなわち格付と、担保の状況が大きなウェ
イトを占めます。全国に支店を配し、取引先を選
別できるメガバンクであれば合理的な考え方と
思います。しかし、地元密着を謳う金融機関であ
るからには、取引の実績すなわち、金融機関がそ
の取引先から得た収益実績にも着目すべきと思
います。一般企業の取引としては普通のことで
す。古くからの取引先を大切にすることなので
すから。
現実には、30年間メインバンクとして取引し

ていた企業が業績悪化すれば金利４％であり、
新規で取引開始した業績良好企業への金利が
１％ということです。私の考え方が古いと言わ
れるかもしれませんが、実際の営業店では、どち
らの取引先が重要なお客様なのでしょうか。ど
ちらのお客様が銀行の利益に貢献しているので
しょうか。30年も取引していれば、元本以上に利
息を頂いているはずです。行員の意識も同じと
思います。ところが、金利となると、順序は逆転
してしまうのです。この違和感、最も感じている
のは、長年取引している取引先なのです。
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